
商流システム開発業務プロポーザル評価要領 

 

１．趣旨 

この要領は、商流システム開発業務を実施する事業者をプロポーザルで特定するにあたり、海の見

える交流館周辺設計業務プロポーザル実施要領に定めるもののほか、最優秀提案者、優秀提案者を選

定するための評価基準を示すものである。 
 

２．評価方法 

本要領に基づいて、商流システム開発業務プロポーザル審査委員会（以下「審査委員会」という。）

の審議により最優秀提案者１名、優秀提案者１名を選定する。それぞれの審査は、次の各号のとお

りとする。 

 

（１） 資格審査 

①　参加資格者から期限までに提出された書類について資格審査を行う。資格審査の評価基準は次の

とおりとする。 

ア　参加資格及び適格要件を満たしているか 

イ　必要書類・記載事項が整っているか 

　②　資格審査の結果は期限までに適正に提出した全ての事業者に、電子メールで通知する。また、プ

レゼンテーション及びヒアリングの実施日時及び場所を改めて通知する。 

 

（２） 業務提案書・プレゼンテーションによる審査 

①　参加資格者から提出された業務提案書について、審査委員会委員へのプレゼンテーション等を行

い、最高評価の１事業者を契約候補者とする。 

②　審査の通知 

　　全ての参加者に電子メール及び文書で通知する。 
③　評価項目と配点及び評価基準 

評価項目、評価の視点及び配点、評価基準については別表１のとおりとする。 

④　実施方法については、以下のとおりとする。 

１．（実施方法） 

・プレゼンテーション等の時間は１提案者４０分以内で（プレゼンテーション２０分以内、審査

委員からのヒアリングを２０分程度）行う予定である。 

・参加方法は、現地もしくは Web 会議システムを使用したリモート参加とする（参加方法による

採点の違いはない。） 

　　　２．（留意事項） 

　　　・プレゼン等には業務責任者の出席を必須とし、出席者は４名以内（パソコン操作員含む）とす

る。 

・共同提案の場合は、出席者は企業体全体で４名までとする。 

・プレゼン等に出席する者は参加者を特定できる表示をしてはならない。 

・Power Point 等の画像の投影については、その内容が業務提案書に合致し、提案内容の理解を助

けるものである場合に限り認める。大型モニター（100 インチ）及び HDMI ケーブルは事務局が

用意するが、その他の機器は各自で用意すること。 



ア　Web 会議システムは参加者側が用意すること。 

イ　隠岐の島町側の機器の準備及び操作は事務局でおこなうものとする。 

ウ　リモート参加の場合は開催日の２開庁日前までにその旨を事務局へ通知し、参加のための

URL・ID・パスワード等をメールにて送付すること。 

エ　Web 会議システムは Zoom・Teams のいずれかを使用すること。  



別表１（評価項目等） 

 

 

 評価項目 評価の視点 配点

 
事
業
背
景
の
理
解

事業目的の理解

地消地産、地域内経済循環、離島物流の課題、担い

手育成など、本事業の背景を正確に把握している

か。

１０

 

計画との整合性

隠岐の島町が策定する総合振興計画等に掲げられた

基本目標と整合しているか。 ５

 

提
案
内
容
の
有
効
性
・
実
現
可
能
性

地域産業の現状分析の妥当

性

農業・水産業の構造、流通量、付加価値額、既存課

題を踏まえた分析が行われているか。
１０

 
商流モデルの妥当性

地域内外の流通を再構築するためのモデルが具体的

かつ実現可能であるか。
１０

 
地域内事業者との連携方針

農家、水産業者、加工事業者、商店、宿泊施設等と

の協働方法が具体的に示されているか。
１０

 
地域外販路の開拓方針

都市圏・山陰地域等への販路開拓の方法が具体的か

つ実現可能であるか。
１０

 
担い手育成との連動性

高校生・学生・移住希望者等が関わる仕組みが提案

されているか。
５

 デ
ジ
タ
ル
活
用
の
妥
当
性

O2O・EC の活用方針 

オンラインとオフラインを連動させた販売促進の仕

組みが具体的か。 
離島の物流特性を踏まえた EC 活用の現実性がある

か。

１０

 
データ連携・DX の視点

生産・流通・販売のデータを活用した改善提案があ

るか。
５

 

業
務
遂
行
能
力
・
実
績

業務経験の実績
同種事業の実績があるか。 
離島など地理的条件を踏まえた実績があるか。

１０

 
行政・教育機関・事業者との

協働実績
多様な主体と連携した事業遂行能力があるか。 ５

 

業務遂行体制・管理能力

必要な専門性・人員体制が確保されているか。 
スケジュール管理、リスク管理、情報管理の体制が

整備されているか。

５

 
見積価格

・（最低提案価格／提案価格）×５点 
※小数点以下切り捨て

５

 合　計 １００



 

別表（評価基準） 

 
採　　点

評　価
 

配点が５点の場合 配点が１０点の場合

 
５点 １０点 特に優れている

 
４点 ８点 優れている

 
３点 ６点 普通（通常想定される程度）

 
２点 ４点 やや不十分

 
１点 ２点 不十分


